
知の創造研究部会の歩み (2008 年 6 月～2009 年 12 月) 
 

「知の創造」 

研究部会 
報告テーマ／報告者 日  時 

第１回研究会 報告：「ナレッジ・マネジメントの展開事例と課題～異文化組織

における場のダイナミズムと再構築～」 

瀬川隆司氏 （日本ヒューレット・パッカード 株 技術コンサル

ティング事業部長/HP Lean Six Sigma Certified Black belt） 

2008 年 6 月 19 日(木) 

大手町ビル 533 号室 

第２回研究会 報告：「日米におけるナレッジ活用の現状と課題―日本情報

機器企業Ａ社の実態分析―」 

植木真理子氏（京都産業大学准教授） 

2008 年 8 月 26 日（火）

大手町ビル 533 号室 

第３回研究会 報告：「イーライリリー社の価値創出と R&D の変革」 

安田賢児氏 （日本イーライリリー/研究開発本部薬事部薬事

業務企画部長） 

2008 年 10 月 21 日（火）

大手町ビル 533 号室 

第４回研究会 報告：「エーザイの知識創造の展開」 

高山千弘氏 （エーザイ（株） 理事・知創部長） 

2008 年 12 月 20 日（土）

エーザイ会議室 

第 5 回研究会 報告：「ＮＥＣグループのＳＷＱＣの沿革と展開」 

荒木聖史氏 （ＮＥＣ通信システム（株） ＣＳ品質保証部主任）

2009 年 2 月 27 日(金) 

大手町ビル 533 号室 

第 6 回研究会 

 

報告１：「事例研究の方法とまとめ方」 

八代英美氏 （SPIRIT CORP, VP/芝浦工大院 MOT 講師） 

報告２：「花王の事例研究」（中間報告） 

矢澤洋一氏 （矢澤コミュニケーションオフィス代表）、 

八代英美氏 （SPIRIT CORP, VP/芝浦工大院 MOT 講師） 

2009 年 5 月 27 日（水） 

大手町ビル 533 号室 

 

第 7 回研究会 

 

報告１：「組織的知識創造の理論を応用した中小企業の経営

革新の分析」 

安部博文氏（大分大学大学院/中小企業診断士事務所代表）

報告２：「革新的中小企業の実態調査事例」 

土屋勉男氏 （明治大学客員教授、三菱総合研究所社友） 

2009 年 8 月 1 日（土） 

東京経済大学  

ゼミナー室 

第 8 回研究会 

 

報告：「オムロンの知識創造経営」（中間報告） 

植木英雄氏 （東京経済大学 経営学部教授）、 

佐脇英志氏 （経営コンサルタント） 

2009 年 10 月 30 日（金）

お茶の水税経貸会議室 

 

第 9 回研究会 

 

報告１：「日立建機におけるＶＥ活動の導入と展開」 

後明廣志氏 （日立建機 （㈱） 開発・生産統括本部ＶＥＣセ

ンターコンサルタント） 

報告２：「農商工連携による知の創造（新商品の開発）に取り

組む実証研究の成果と事例」  

堀田和彦氏 （九州大学大学院農学研究院准教授） 

2009 年 12 月 19 日（土）

東京経済大学  

ゼミナー室 

 



★トピックス  ２０１０年 KM 学会年次大会で発表！ 
定例の研究会の他に、研究成果発表の場として、２０１０年３月２７日の「KM 学会年次大会」において、知の創造研究
部会より植木部会長他 佐脇 英志氏、矢代 英美氏、安部 博文氏の４名により以下の研究報告(３つの研究テーマ
について中間報告／事例発表)が行なわれた。 

◆研究報告「知の創造研究部会の事例研究概要」：植木 英雄 (部会長） 
◇事例報告 1.「オムロンの企業理念と知の創造」：植木 英雄(東京経済大学教授）、佐脇 英志（経営コンサルタント） 
◇事例報告 2.「花王の知の創造」：八代 英美（芝浦工大講師） 
◇事例報告 3.「中小企業の経営革新の阻害要因分析と支援の研究」：安部 博文（中小企業診断士事務所代表） 
 
☆尚９月２５日の第２回研究発表大会(東京経済大学小金井キャンパス)には当部会会員より６事例の発表予定。 

 

★定例部会の様子 

    
部会員や外部からのゲストの報告を聞き、活発な質疑応答や意見交換、部会長コメントなど。 
終了後のアフターのコミュニケーションも自由参加でやっていますが楽しいですよ。 
 

★2010 年３月２７日の KM 学会年次大会での発表の様子 

   
年次大会での報告のタイトル ↑      はじめに植木部会長より概要の報告  (植木 英雄 部会長) 
 

    
(報告①佐脇 英志氏)  (報告②八代 英美氏) (報告③安部 博文氏)   (発表時の大会会場の遠景) 


